
「山川高等学校スメの取組」 

１．学校名 鹿児島県立山川高等学校 

２．学年・人数 全学年 17名 

３．日時・場所 

令和６年12月26日（木） 9:30～16:00 

指宿市山川鰻地区 

  

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

(1) 名称 

鰻
うなぎ

温泉
おんせん

スメ（火山性
かざんせい

天然
てんねん

蒸気
じょうき

カマド）  

(2) 特 徴 

火山性天然蒸気を活用し噴気孔にカマドを作り、その上で様々な食材を

蒸して料理を行う。江戸時代の薩摩藩11代藩主「島津斉彬」もスメを利用

していた記述が『島津斉彬御供日記』にも記載されている。卵、」サツマイ

モ、ジャガイモ、オクラ、そら豆などを15分ほどで蒸し上げる。蒸し上が

った野菜は、色鮮やかな上、」水蒸気のおかげで野菜の甘みが凝縮されてい

る。 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

鰻地区の公民館長に広場や公民館の利用許可をいただくと共に、鰻地区の

地域おこし協力隊員の協力をもらいながら，「スメ」の体験や鰻温泉の歴史紹

介スタンプラリー等の体験型プログラムを実施し、生徒たちも地元鰻温泉の

良さを深めることができた。 

山川高校の生徒が学校で栽培した野菜や地域の農産物等をスメで調理した

食材及び、お茶等を来られた観光客に振る舞いを行った。 

山川高校で生産された新鮮な野菜をスメで調理するとうまみが凝縮される

ことを体験してもらった。近くには鰻池や西郷隆盛がこよなく愛し、利用し

たと言われた鰻温泉などがあり、スメ体験と鰻池の散策、西郷どんのレプリ

カシャツの試着体験、鰻温泉地域を組み合わせた生徒手作りのスタンプラリ

ーを実施した。 

６．取組の様子 

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

・茶節のおもてなし、生徒の皆さんが笑顔で対応してくれて感心しました。

購入した卵を「スメ」でいただきました。卵を「スメ」してくださる時間を

正確に測ってくれて、温泉塩でおいしくいただきました。ありがとうござい

ました。 

・使い方がわかったので、次回は、自分で食材を持参して使ってみます。 

・大変楽しかったです。生徒さん達も素敵でした。 

野菜等を「スメ」する様子  おもてなしの様子      

〔史跡の活用事例〕 


